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lその1)収 支 報 告 書

平藤 年分
(開 催分)

」

ノ 、

(ふ り が な)で んえん としにじゅうにふお一 らむ
',

1政 治 団 体 の 名 称 田園都市22フ ォーラム
'

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党 口 政治資金規 正法第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 回 そ の 他 の 政 治 団 体 、

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

3代 表 者 の 氏 名 福田 峰之
活 動 区 域 の 区 分 ・

〆

'

口2以 上の都道府県の区域等 回 同一の都道府県の区域内 ・

4会 計 責 任 者 の 氏 名 海老澤 祥
司'・ 資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

〆

事 務 担 当 者 の 氏 名

国府 順子'、

口 有

[ヨ 無 〆

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

口 政治資金規 正法 第19条 の7第1項

第1号 に係る国会議員関係政治団体

回 政治資金規正法 第19条 の7第1項

第2号 に係る国会議員関係政治 団体

公 職 の 候 補 者 ・
'

の 氏 名 福田 峰之

(電 話)045-931-6600 資金管 理団体の届
出を した者の氏名

公 職 の 種 類 衆 議 院 議 員 ず

(現職 ・候補者の別)(現 職)

(電話)

(電話)

哩輿一

神 奈 川'、

選鞘 理類谷

公 職 の 候 補 者
の 氏 名{2人 目}

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

公 職 の 候 補 者
の氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補音の別)
械遵 塗孟2鞭)

嘔≡噛 し

「

口

≧∫ ・7

陰 「1島L綿 ∠lll∫

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

から

まで

か ら

まで

(楽複数の期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数の期間がある場合2つ め以降の期間)



1

(その2}.又 支 の 状 祝

1収 支の総括表

収 入 総 額 13,738,410 '

〆/

'

〆

(前 年 か ら の 繰 越 額) 558,028
(本 年 の 収 入 額) 13,180,382
支 出 総 額 13,318,269
翌 年 へ の 繰 越 額 420,141プ

2収 入項目別金額の内訳

{D個 人の負担する党費又は会費

金 額 0
員 数(党 費又は会費を納入した人の数} 0

② 寄 附

ア 寄附(イ を除 く。}の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0
(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人そ の他 の団体か らの寄 附 0
㈲ 政 治 団 体 か ら の 寄 附 0
小 計(ア)+(イ}+㈲ 0
(寄附 のうち寄附の あっせん によるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0
合 計(ア+イ) 0



{その3)

(3)機 関紙 誌の発行 その他 の事業 による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考

ふ くだ峰之未来セ ミナー春 5,720,000
平成28年5月31日 ルボール麹町 東京都 千代 田区平河

町2一恥3

ふ くだ峰之オー タムパー ティー 4,180,000
平成28年10月13日 新横浜国際ホテル 横浜市港 北区新

横浜市3-18-1

ふ くだ峰之 未来セ ミナー秋 3280000,,

平成28年12月9日 ルポール麹 町 東京都 千代 田区平河

町2-4-3

こ の 頁 の 小 計 13,180,000
合 計 13,180,000



1

〔そ の6}

㈲ その他の収入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計 0
1件10万 円 未 満 の も の 382
合 計 382



'

(その13}

3支 出項 目別 金 額 の 内訳

(D支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与 した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(D人 件 費 0 0
② 光 熱 水 費 0 0
(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0
ω 事 務 所 費 10,000 ・0

小 計 10,000
'0

2政 治 活 動 費

q)組 織 活 動 費 0 0
② 選 挙 関 係 費 0 0
(3)機 関紙誌 の発行そ の他 の事業 費 2.808269 、0
ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0
イ 宣 伝 事 業 費 0 0
ウ 政治資金パーティー開催事業費 2,808,269

'0

エ そ の 他 の 事 業 費 0 0
(4)調 査 研 究 費 0 0
⑤ 寄 附 ・ 交 付 金 10,500,000 ・0

㈲ そ の 他 の 経 費 0 0
小 計 13,308,269 0
合 計 13.318269'



1
,'

(その14)

② 経常経 費(人 件費を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出を受 けた者の氏名

(団体 にあっては、その名称}

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

一一一

こ の 頁 の 小 計 0
そ の 他 の 支 出 10,000

合 計 10,000



'

(そ の15)

⑧ 政治活動費の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金パー ティー 開催事 業費

ふくだ峰之未来セミナー春

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

〔団体にあっては、その名称}
支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

案内郵送代 76,096 H28/5/6 日本郵便㈱ 東京都千代 田区霞が関 レ3-2

封筒印刷代 30,240 H28/5/20 ㈱横浜プリン ト 横浜市 南区宮元町1-23

会場費 994,302 H28/7〆21 ルポール麹町 、 東京都千代 田区平河町2ヨ4-8

こ の 頁 の 小 計 1,100,638

'

そ の 他 の 支 出 25,178

合 計 1,125,816



ド1

{そ の15)

(3}政 治活 動費の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金 パー ティー 開催事業 費

ふ くだ 峰之 オー タ ムパ ー テ ィー 、

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

案内郵送代 81,288 H28/9/13日本郵便㈱
〆

東京 都千代田区霞が関1-3-2

案内郵送代 103,384 H28/9/13 日本郵便㈱ 東京 都千代田区霞が関1-3-2

封筒印刷代 38,880 H28/9/21 ㈱横浜プリント 横浜 市南区宮元町1-23

案内印刷代 21,500 H28/IO/6 プ リン トネッ ト㈱ 鹿児 島県鹿児島市城南町10-7

会場費 1,025,352 H28/11/2 新横浜国際ホテル 横浜 市港北区新横浜3-18-1

こ の 頁 の 小 計 1,270,404
デ

ノ

そ の 他 の 支 出 12,881

合 計 1,283,285



」

(そ の15)

{3}政 治活動費 の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金パーテ ィー 開催事 業費

ピ

ふくだ峰之未来セミナー秋

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

個 体にあっては、その名称}
支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

案内郵送代 66,338 H28/1レ9 日本郵便㈱ 東京都千代 田区霞が関1-3-2

会場費 326,992 H28/12/27 ルポール麹町 東京都千代 田区平河町2-4-8

こ の 頁 の 小 計 393,330 ノ

'

/

そ の 他 の 支 出 5,838
合 計 399,168



1幽L

(そ の15}

③ 政治活動費の内訳 項 目 別 区 分
8.寄 附 ・交 付 金

寄附金

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

寄附金 4,500,000 H28/7/19
'

自由民主党神奈川県第八選
挙区支部, 横浜市緑区三保町1727喝

寄附金 3000000,,
H28/12/6

自由民主党神奈川県第八選

挙区支部
横浜市緑区三保町1727-6

寄附金 1000000,,
H28/12/20政経22研 究会 横浜市緑区三保 町1マ27-6

寄附金 2,000,000 H28/12/22
自由民主党神奈川県第八選
挙区支部

横浜市緑区三保 町1727-6

こ の 頁 の 小 計 10,500,000 '

'

'

そ の 他 の 支 出 0
合 計 10,500,000



(その17}資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア ⊥ 地 口 口

イ 雄 物 口 図

ウ 建物璽1近血窒且凶とす益地上権又は ヒ地璽賃世権 口 口

工 取 畳 辺 価 題 が1qΩ 五 畳 ま 超 え 亙 動 産 図 口

預 金 亙豊 通 璽 金 及 登 堂 座 預 金 を 除 《⊥1オ

X昼 壁 金 亙 豊 通 監 盒 を 除 《Lユ
口 図

力 金 銭 賃 孟 口 図

キ 直 麺 証 墜 口 団

ク 出 資 に よ 亙 権 刮 口 図

ケ 貸猛先二と豊残直が100亙 畳 亙韻丞至貸付金 口 回

コ 歯 払 ぬ れ た 金 題 が皿 互 坦 堂 超 え 至 麩 金 口 図

取得の価額がIOO万 」ユを超える施設璽利」里に闘並 権
口 図サ 利

シ 世人 先ごと辺毯直が皿L亙 」丑堂超 え登盤 人金 口 団



{そ の18)

2 資産等の項目別内訳

"

資 産 等 の 内 訳 項目別区分 工 取得の価額が100万 円を超 える動産

摘 要 金 額 年 月 日 備 考

普通常用自動車 2461275
,,

H25/3/29 1



(その2ω 宣 誓 書

添付書類(別 添 の とお り}

回 1領 収書等 の写 し

口 2監 査意見書(政 党及び政治資金団体 に限る、}

図 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したもので あって、真実に相違 ありません。

,'

平成29年1月31日

政治 団体 の名称

/
'

田園都市22フ オー ラム

〆

'

`毒

会計責任者の氏名 海老澤 祥司 、翻}ノ㌧1ノ

代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入すること〉

(印)



政治資金監査報告書

平成29年

、 、

/月3∂ 日

、

田園都市22フ ォー ラム

代表 福田 峰之 殿
＼

登録政治資金監査人 ～、1-」 へ 働,印
登録番・号 第3214万

口

研修修了年月日 平成21年12月17日

1監 査 の概 要

(1)私 は 、政 治 資 金 規 正 法(以 下 「法 」 と い う。)第19条 の1
、 、

定に基づき、「田園都市22フ ォー ラム」 の平成28年 に係 る法第12条

3第1項 の規

第1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報

告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書

等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出

目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。 以 下 同 じ。)

について、支出に関する政治資金監査を行 った。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定 め る ところ によ り政

治資金適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以

下 「政治資金監査マニュアル」 という。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任 は、外 部性 を有す る第 三者 として、国会議員関係政治団体の会

計責任者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会

計帳簿、明細書、領収書等、領収書を徴 し難かった支出の明細書、振込明

細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニュアル
廿

に基づき政治資金監査を行った結果を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金監 査は、 「田園都市22フ ォー ラム」 の主た る事 務所 にお い

て行 った 。
、

■



2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1)法 第1 9条 の13第2項 第1号 に規定 す る事項 につ いて 、会計帳簿、領

収 書 等 、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存されていた。

(2)法 第1 9条 の13第2項 第2号 に規 定す る事項 につ いて、会計帳簿には、

当該国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、

か っ 、 当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えて

い た 。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事 項 につ いて 、法第12条 第

1項 に規定 す る収支 報告書 は、会 計帳簿、領収書等、振込明細:書及び振

込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第1 9条 の13第2項 第4号 に規定す る事 項 につ いて 、領収書等 を徴

し難かった支出の明細書は存在せず、振込明細書に係る支出 目的書は、

会計帳簿に基づいて記載されていた。

3業 務制限
、

「田 園都 市22フ ォー ラム 」 と私 との 間 に は、法 第19条 の13第5項 の 規

定に違反する事実はない唱

また、「田園都市22フ ォー ラム」 と政治 資金監査 の業務を補助 した使用人

その他の従業者 との間においても、同様である。

占

ヤ

以 上

、


